
2007年出土の木簡

新
潟
・沖
ノ
羽
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
市
秋
葉
区
七
日
町
字
沖
ノ
羽

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
七
年

（平
１９
）
六
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
市
教
育
委
員
会

（新
潟
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

４
　
調
査
担
当
者
　
遠
藤
恭
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

沖
ノ
羽
遺
跡
は
、
阿
賀
野
川
と
能
代
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
四
１
五
ｍ
の
自
然

堤
防
上
に
立
地
し
、
東
西

一
。
三
血
南
北

一
・五
血
の
範
囲
に
広
が
る
。
国
場

整
備
事
業
に
伴

っ
て
、　
一
九
九

六
年
か
ら
継
続
的
に
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇

七
年
は
約
四
七
〇
〇
ポ
を
調
査

し
た
。
調
査
の
結
果
、
人
世
紀

―
九
世
紀
、　
三

一世
紀
後
半
―

一
五
世
紀
前
半
の
遺
物
が
出
土

し
、
掘
立
柱
建
物

一
〇
棟
以
上
、

井
戸
八
五
基
、
土
坑
二
四
九
基
、

溝

一
七
八
条
な
ど
多
数
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、
遺
構

は
中
世
を
主
体
と
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
〇
か
ら

一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

一
五
三
人
か
ら

一
点
、

計
二
点
が
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｅ
五
〇
〇
は
、
直
径
約
三
ｍ
深
さ

一
二
一一
ｍ
の
素
掘

り
の
井
戸
で
、
底
面
付
近
に
は
濾
過
用
と
考
え
ら
れ
る
筵
状
製
品
が
敷
か
れ
て

い
た
。
木
簡
は
こ
の
直
上
で
出
土
し
て
お
り
、
他
に
須
恵
器
。土
師
器

。
珠
洲

焼

・
小
刀

・
漆
塗
椀
な
ど
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
中
世
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｅ

一
五
三
人
は
、
直
径
二
ｍ
深
さ

一
・
三
ｍ
の
素
掘
り
の
井
戸
で
、
木
簡
は

底
面
付
近
か
ら
出
上
し
た
。
土
師
器
・須
恵
器
の
小
片
を
伴
う
が
、
時
期
は
明

確
で
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｅ
五
〇
〇

⑪
　
。
「
＜
の
め
や
す
ひ
く
わ
れ
□
□
　
　
」

。
「
＜
ロ
ロ

ソ
マ
カ

ハ
ウ
ロ
ロ
ロ
ロ

ち
く
ち
の
む
□
□
□
回
□
□
」
　

　

　

ド∞衰
遥
登

ｏ駕

Ｓ
Ｅ

一
五
三
八

②
　
　
「
（符
篠
）
回
日
―Ｉ
Ｈ
翌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ留
×
］受
ヽ
８
Ｐ

ω
は
厚
さ
が
一
剛
と
き
わ
め
て
薄
く
、
上
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。

表
裏
両
面
に
文
字
が
記
さ
れ
る
が
、
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

(新 津)



②
は
符
篠
に
続
け
て
数
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き

な
い
。
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
新
潟
大
学
の
矢
田
俊
文
氏
、
上
越
市

公
文
書
館
準
備
室
の
福
原
圭

一
氏
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
嶋
敏
氏
の
ご

教
示
を
得
た
。

（１
１
７
　
遠
藤
恭
雄
、
８
　
相
沢
央

〈新
潟
市
歴
史
文
化
課
》

新
た
な
百
済
木
簡

の
出
土

韓
国
木
簡
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
新
羅
木
簡
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
最

近
、
百
済
木
簡
の
出
土
が
相
次
い
で
お
り
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、
韓
国
木
簡
学
会
発
行
の
学
術
誌

『木
簡
斗

文
字
』
創
刊
号
で
、

扶
余

。
双
北
里
ヒ
ョ
ン
ネ
ド
ゥ
ル
北
浦
遺
跡
か
ら
七
点
以
上
の
木
簡
が
出

土
し
て
い
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た

（李
阪
雙

・
テ
善
泰

「扶
餘
雙
北
里

咀

嘲

〓

・
北
浦
遺
跡
引
　
調
査
成
果
し
。
い
ず
れ
も
断
片
的
な
内
容
だ

が
、
「□
率
牟
氏
丁

一
」
な
ど
人
名
と
丁
数
を
列
記
し
た
も
の
や
、
「徳
率

首
比
」
と
い
う
官
位
と
人
名
を
記
し
た
付
札
が
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
す
ぐ
近
く
の
双
北
里
二
人
〇
十
五
番
地
遺

跡
か
ら
も
六
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た

一
点
は
、

残
存
長
約
二
九
セ
ン
チ
で
表
裏
と
も
三
段
に
分
け
て
人
名
と
石
数
を
列
挙

し
て
い
る
。
同
年
七
月
に
は
羅
州

・
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
、
百
済
で
は
初
め

て
の
地
方
木
簡
が
二
点
出
土
し
た
。　
一
点
は
残
存
長
三
二
セ
ン
チ
あ
り
、

「中
□
四
」
な
ど
人
の
管
理
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
内
容
が
数
段
に
分
け

て
数
十
字
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
木
簡
も
、
百
済
の
文
書
行
政
の
水

準
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
の
調
査

。
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
ニ
カ
所
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
報
道
資
料
は
、
韓
国
文
化
財

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（橋
本

繁
）
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